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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　主感光部と、前記主感光部よりも低感度な副感光部とからなる画素を多数配列した固体
撮像素子と、
　前記主感光部から出力された主出力信号と、前記副感光部から出力された副出力信号と
を所定の合成比率で合成して画像データを生成する合成手段と、
　感度を設定する感度設定手段と、
　前記感度設定手段が低感度側に設定されているときに前記副出力信号の合成比率を高く
し、前記感度設定手段が高感度側に設定されているときには前記主出力信号の合成比率を
高くする合成比率変更手段とを備えたことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　主感光部と、前記主感光部よりも低感度な副感光部とからなる画素を多数配列した固体
撮像素子と、
　前記主感光部から出力された主出力信号と、前記副感光部から出力された副出力信号と
を所定の合成比率で合成して画像データを生成する合成手段と、
　露出を補正する露出補正手段と、
　前記露出補正手段がプラス側に補正されているときに前記副出力信号の合成比率を高く
し、前記露出補正手段がマイナス側に設定されているときには前記主出力信号の合成比率
を高くする合成比率変更手段とを備えたことを特徴とする撮像装置。
【請求項３】
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　主感光部と、前記主感光部よりも低感度な副感光部とからなる画素を多数配列した固体
撮像素子により撮像を行ない、前記主感光部と前記副感光部とから主出力信号と副出力信
号とを出力させ、
　感度設定手段が低感度側に設定されているときに前記副出力信号の合成比率が高くなり
、前記感度設定手段が高感度側に設定されているときには前記主出力信号の合成比率が高
くなるように、前記主出力信号と前記副出力信号との合成比率を変更し、
　前記合成比率に基づいて前記主出力信号と前記副出力信号とを合成し、画像データを生
成することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項４】
　主感光部と、前記主感光部よりも低感度な副感光部とからなる画素を多数配列した固体
撮像素子により撮像を行ない、前記主感光部と前記副感光部とから主出力信号と副出力信
号とを出力させ、
　露出補正手段がプラス側に補正されているときに前記副出力信号の合成比率が高くなり
、前記露出補正手段がマイナス側に設定されているときには前記主出力信号の合成比率が
高くなるように、前記主出力信号と前記副出力信号との合成比率を変更し、
　前記合成比率に基づいて前記主出力信号と前記副出力信号とを合成し、画像データを生
成することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項５】
　主感光部と、前記主感光部よりも低感度な副感光部とからなる画素を多数配列した固体
撮像素子と、前記主感光部から出力された主出力信号と前記副感光部から出力された副出
力信号とを合成して画像データを生成する合成手段と、感度を設定する感度設定手段と、
前記感度設定手段の設定に応じて前記主出力信号と前記副出力信号との合成比率を変更す
る合成比率変更手段とを備えた撮像装置において、
　前記感度設定手段が低感度側に設定された場合に、前記副出力信号の合成比率を高くし
、前記感度設定手段が高感度側に設定された場合には、前記主出力信号の合成比率を高く
することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項６】
　主感光部と、前記主感光部よりも低感度な副感光部とからなる画素を多数配列した固体
撮像素子と、前記主感光部から出力された主出力信号と前記副感光部から出力された副出
力信号とを合成して画像データを生成する合成手段と、露出を補正する露出補正手段と、
前記露出補正手段の設定に応じて前記主出力信号と前記副出力信号との合成比率を変更す
る合成比率変更手段とを備えた撮像装置において、
　前記露出補正手段がプラス側に補正された場合に、前記副出力信号の合成比率を高くし
、前記露出補正手段がマイナス側に設定された場合には、前記主出力信号の合成比率を高
くすることを特徴とする撮像装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像装置に関し、更に詳しくは、一つの画素に主感光部と副感光部とを有す
る固体撮像素子を用いた撮像装置及び撮像装置の制御方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　撮像光学系によって結像された被写体画像をＣＣＤ固体撮像素子等で撮像し、ＣＣＤ固
体撮像素子から出力されたアナログ信号からデジタルの画像データを生成してメモリに記
録するデジタルスチルカメラが普及している。
【０００３】
　ＣＣＤ固体撮像素子は、各画素（感光部）において被写体光を光電変換し、蓄積された
信号電荷に応じたアナログ信号を出力する。しかし、各画素の電荷蓄積容量には限度があ
るため、画素の飽和レベル以上のアナログ信号は得ることができない。これが、ＣＣＤ固
体撮像素子のダイナミックレンジが狭いと言われている理由である。
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【０００４】
　ＣＣＤ固体撮像素子のダイナミックレンジを拡大するために、高感度な主感光部と、低
感度でダイナミックレンジの広い副感光部とから一つの画素を構成し、主感光部の出力信
号と副感光部の出力信号とを合成して画像データを生成するＣＣＤ固体撮像素子が発明さ
れている（例えば、特許文献１参照）。このＣＣＤ固体撮像素子を用いたデジタルスチル
カメラは、主感光部の出力信号と副感光部の出力信号とを一定の比率で合成することによ
り、各輝度域において十分な階調幅を有する合成画像を得るようにしている。
【特許文献１】特開平０９－２０５５８９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述したＣＣＤ固体撮像素子を使用したデジタルスチルカメラでは、主感光部の出力信
号と副感光部の出力信号との合成比率を変えることによって、感度を優先したり、階調表
現を優先する等、合成画像の画質を変化させることができる。しかし、たんに合成比率を
変更しただけでは、画質を大きく変化させることはできない。また、合成比率を直接変更
する機能をデジタルスチルカメラに設けても、一般的なユーザーではその機能を使いこな
すことは難しい。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の撮像装置は、上記問題点を解決するために、感度設定手段や露出補正手段等の
画質調整手段の設定に応じて、主出力信号と副出力信号との合成比率を変更する合成比率
変更手段を設けたものである。
【０００７】
　また、本発明の撮像装置の制御方法は、感度設定手段が低感度側に設定された場合又は
露出補正手段がプラス側に補正された場合に、副出力信号の合成比率を高くし、感度設定
手段が高感度側に設定された場合又は露出補正手段がマイナス側に設定された場合には、
主出力信号の合成比率を高くするようにしたものである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の撮像装置によれば、感度設定や露出補正等のポピュラーな画質調整機能に連動
させて、主出力信号と副出力信号との合成比率を変更するようにしたので、画質調整を効
果的に補助することができる。また、写真撮影に関する知識が乏しいユーザーでも、主出
力信号と副出力信号との合成比率を変更する機能を使用することができる。
【０００９】
　また、本発明の撮像装置の制御方法によれば、感度設定や露出補正等の画質調整内容に
合わせて、主出力信号と副出力信号との合成比率を最適な値に設定することができるので
、画質の向上を図ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　図１（Ａ），（Ｂ）は、本発明を実施したデジタルスチルカメラ２の外観形状を示す斜
視図であり、図２は、本発明を説明するうえで必要なデジタルスチルカメラ２の構成を示
すブロック図である。デジタルスチルカメラ２の前面には、左右方向でスライド自在とさ
れた略半円形状のレンズカバー３が取り付けられている。このレンズカバー３は、デジタ
ルスチルカメラ２が不使用時、又は再生モードにあるときに図中右方の閉じ位置にスライ
ドされ、デジタルスチルカメラ２の前面を保護している。また、デジタルスチルカメラ２
で撮像を行なう時には、レンズカバー３が図中左方の開き位置にスライドされ、レンズ鏡
筒４，ストロボ発光部５等が外部に露呈される。
【００１１】
　デジタルスチルカメラ２の上面には、左右方向にスライド操作される電源操作部材７と
、上下方向で押圧操作されるシャッタボタン８とが設けられている。電源操作部材７の下
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には、その操作に応じてデジタルスチルカメラ２の電源をオン／オフする電源スイッチ９
が組み込まれている。
【００１２】
　シャッタボタン８の下には、２段階押圧式のシャッタスイッチ１２が組み込まれている
。シャッタボタン８が軽く押圧されてシャッタスイッチ１２の１段目がオンすると、オー
トフォーカス機能と自動露出機能とが作動して、ピント合わせと露出設定とが行なわれる
。次いで、シャッタボタン８を更に深く押し込むとシャッタスイッチ１２の２段目がオン
し、シャッタレリーズが実行される。
【００１３】
　撮影モードにセットされた状態でデジタルスチルカメラ２の電源がオンされると、カメ
ラ本体内に沈胴していたレンズ鏡筒４が前方に繰り出される。レンズ鏡筒４内には、例え
ばズームレンズ１４及びフォーカスレンズ１５等からなる撮影レンズ１６と、絞り機構１
７とが組み込まれている。ズームレンズ１４，フォーカスレンズ１５，絞り機構１７は、
ドライバ回路を備えたモータ１８，１９，２０によって駆動される。ズームモータ１８は
、レンズ鏡筒４の沈胴及び繰り出しの駆動源としても用いられる。
【００１４】
　デジタルスチルカメラ２の背面には、表示モニタ２２と、操作パネル２３と、スピーカ
ーからなる音声出力部２４とが設けられている。表示モニタ２２は、カラーＬＣＤパネル
２６からなり、撮影済みの画像データを再生表示するとともに、撮影時にはビューファイ
ンダとしても使用される。
【００１５】
　操作パネル２３は、モード操作部材２８と、十字キー２９と、キャンセルボタン３０と
、メニューボタン３１と、表示ボタン３２とからなる。モード操作部材２８は、左右方向
でスライド自在とされており、その奥にはモード操作部材２８のスライド位置に応じて操
作信号を出力するモードスイッチが組み込まれている。デジタルスチルカメラ２は、モー
ド操作部材２８のスライド操作によって、動画を撮影する動画撮影モード，撮影した静止
画や動画を再生表示する再生モード，静止画の撮影を行なう静止画撮影モードの間で切り
換えられる。
【００１６】
　十字キー２９は、上下方向に揺動操作される上下レバー３４と、この上下レバー３４の
横に配置された左右ボタン３５，３６とからなる。上下レバー３４と左右ボタン３５，３
６とは、表示モニタ２２上に表示されたカーソルや選択枠を上下左右方向に移動させる際
に使用される。また、上下レバー３４は撮影時及び再生時のズーム操作に、左右ボタン３
５，３６は再生時のコマ送り等にも使用される。上下レバー３４及び左右ボタン３５，３
６の奥には、それぞれの操作部材によってオン／オフされるスイッチが組み込まれている
。
【００１７】
　メニューボタン３１は、現在セットされているモードに応じた設定メニューを表示モニ
タ２２上に呼び出す際に使用される。このメニューボタン３１は、各種設定時に設定変更
を実行するＯＫボタンとしても機能する。キャンセルボタン３０は、各種設定時に設定変
更を取りやめる際に使用される。表示ボタン３２は、撮影モード時に表示モニタ２２の表
示のオン／オフを切り換えるとともに、表示モニタ２２の表示設定を切り換える際に使用
される。これらのキャンセルボタン３０，メニューボタン３１，表示ボタン３２の奥には
、各ボタンによってオン／オフされるスイッチが組み込まれている。
【００１８】
　デジタルスチルカメラ２が静止画撮影モードにあるときに、メニューボタン３１が押さ
れると、表示モニタ２２には数種類の設定メニューが表示される。これらの設定メニュー
の中から、例えば「画質設定」というメニューを選択すると、表示モニタ２２には「感度
」，「明るさ」，「カラー」，「白バランス」等のメニューが表示される。
【００１９】
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　「感度」設定とは、写真カメラのフイルム選択のように撮影感度を設定する機能である
。メニューの中から「感度」を選択すると、図３（Ａ）に示すように、表示モニタ２２に
は「２００」，「４００」，「８００」という感度設定値が表示される。この感度設定値
は、写真フイルムのＩＳＯ感度値を流用したものであり、数字が大きくなるほど高感度で
あることを表す。なお、本実施形態のデジタルスチルカメラ２では、中間の「４００」が
標準設定となっている。
【００２０】
　「明るさ」設定とは、デジタルスチルカメラにおいて決定された露出値に対して、補正
を加える機能である。メニューの中から「明るさ」を選択すると、図３（Ｂ）に示すよう
に、表示モニタ２２には、例えば「－１」，「ＡＵＴＯ」，「＋１」という露出補正値（
ＥＶ）が表示される。なお、本実施形態のデジタルスチルカメラ２では、補正を行なわな
いことを表す「ＡＵＴＯ」が標準設定となっている。また、本来の露出補正機能では、例
えば０．３ＥＶステップで露出補正値が選択できるようになっているが、本実施形態では
説明を簡単にするために、－１ＥＶと＋１ＥＶのみ選択可能としている。
【００２１】
　「カラー」設定とは、最終的に生成される画像データのコントラストや色合い等を設定
する機能である。メニューの中から「カラー」を選択すると、図３（Ｃ）に示すように、
表示モニタ２２には「Ｂ＆Ｗ」，「スタンダード」，「クローム」というカラー設定名が
表示される。「Ｂ＆Ｗ」は、モノクロの画像データが得られる設定である。「スタンダー
ド」は、標準的なコントラストや色味の画像データが得られる設定であり、本デジタルス
チルカメラ２の標準設定となっている。「クローム」は、コントラストや色味が強調され
て鮮やかな色合いの画像データが得られる設定である。
【００２２】
　「白バランス」設定とは、撮影時の環境を選択することによって、ホワイトバランスを
手動設定する機能である。メニューの中から「白バランス」を選択すると、図３（Ｄ）に
示すように、表示モニタ２２には、例えば「晴れ」，「ＡＵＴＯ」，「曇り」という設定
値が表示される。「晴れ」や「曇り」は、屋外撮影時の天候を表す。また、「ＡＵＴＯ」
では、デジタルスチルカメラ２が被写体輝度等から自動的に白バランスを設定する。
【００２３】
　デジタルスチルカメラ２の側面には、蓋部材４１によって開閉されるメモリカードスロ
ット３８が設けられている。メモリカードスロット３８には、周知のメモリカード３９が
挿入される。メモリカードスロット３８の奥には、挿入されたメモリカード３９に電気的
に接続するコネクタが組み込まれており、このコネクタには、メモリカード３９に対して
画像データの読み書きを行なうメディアコントローラ４０が接続されている。また、デジ
タルスチルカメラ２の底面には、電源となる電池がセットされる電池収納室が設けられて
いる。この電池収納室は、開閉自在な電池蓋４２によって塞がれている。
【００２４】
　レンズ鏡筒４の背後には、ＣＣＤ固体撮像素子４５が配置されている。ズームレンズ１
４とフォーカスレンズ１５とを通った被写体画像は、ＣＣＤ固体撮像素子４５の受光面上
に結像されて撮像される。ＣＣＤ固体撮像素子４５は、撮像した被写体画像を光電変換し
て、２系統のアナログ信号を出力する。また、ＣＣＤ固体撮像素子４５は、シャッタスイ
ッチ１２の操作に応じてシャッタレリーズ動作を行なう電子シャッタ機能を備えている。
【００２５】
　図４は、ＣＣＤ固体撮像素子４５の受光面の構成を概略的に示す説明図である。ＣＣＤ
固体撮像素子４５の受光面４７には、１つの画素を構成する受光部４８が一定のピッチで
複数配列されている。光電変換素子からなる受光部４８はハニカム形状をしており、主感
光部４８ａと、この主感光部４８ａよりも受光面積が小さい副感光部４８ｂとからなる。
ＣＣＤ固体撮像素子４５は、主感光部４８ａに蓄積された電荷からなる主出力信号Ｍと、
副感光部４８ｂに蓄積された電荷からなる副出力信号Ｓとを出力し、アナログ処理回路５
０に入力する。
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【００２６】
　アナログ処理回路５０は、ＣＣＤドライバや、相関２重サンプリング回路（ＣＤＳ），
オートゲインコントローラ（ＡＧＣ），ＡＤコンバータ（ＡＤＣ）等からなる、いわゆる
アナログ・フロント・エンド回路である。ＣＣＤ固体撮像素子４５から入力されたアナロ
グの主出力信号Ｍと副出力信号Ｓは、アナログ処理回路５０によってＲＧＢのデジタル信
号に変換され、それぞれ高感度画像信号Ｈと低感度画像信号Ｌとして画像信号処理回路５
２に入力される。
【００２７】
　図５は、ＣＣＤ固体撮像素子４５への露光量に対する高感度画像信号Ｈと低感度画像信
号Ｌの出力レベル（階調レベル）を示すグラフである。８ビットの高感度画像信号Ｈが飽
和する信号レベルＨmax が、階調レベル２５５となる。主感光部４８ａは、少ない入射光
量で飽和レベルまで達する。そのため、飽和レベル以上の光量を受光しても高感度画像信
号Ｈの信号レベルは増加せず、ダイナミックレンジは狭いものとなる。これに対し副感光
部４８ｂは、主感光部４８ａよりも飽和レベルＬmax は低いものの、入射光量に対する感
度が鈍いため、低感度画像信号Ｌのダイナミックレンジは広くなる。
【００２８】
　図６は、画像信号処理回路５２の構成を示すブロック図である。画像信号処理回路５２
には、高感度画像信号Ｈと低感度画像信号Ｌとを処理するために、マトリクス補正部５４
ａ，５４ｂ、ホワイトバランス（ＷＢ）補正部５５ａ，５５ｂ、ゲイン補正部５６ａ，５
６ｂ、ガンマ補正部５７ａ，５７ｂ等からなる２種類の補正系統が設けられている。また
、補正された高感度画像信号Ｈと低感度画像信号Ｌとを合成して合成画像信号Ｃを生成す
る画像合成処理部５８と、ＲＧＢ／ＹＣ変換部５９とが設けられている。
【００２９】
　マトリクス補正部５４ａ、５４ｂは、リニアマトリクス変換式に基づいて、高感度画像
信号Ｈと低感度画像信号Ｌとに色相補正を行なう。ＷＢ補正部５５ａ，５５ｂは、色相補
正後の高感度画像信号Ｈと低感度画像信号Ｌとのホワイトバランスを調整する。ゲイン補
正部５６ａ，５６ｂは、感度設定等に応じて高感度画像信号Ｈと低感度画像信号Ｌのゲイ
ンを調整する。ホワイトバランス補正やゲイン補正は、標準設定では自動的に実施される
が、「画質調整」メニューによってマニュアル設定することも可能である。ガンマ補正部
５７ａ、５７ｂは、ホワイトバランス調整後の高感度画像信号Ｈと低感度画像信号Ｌに対
してガンマ補正を行う。ガンマ補正後の高感度画像信号Ｈと低感度画像信号Ｌは、画像合
成処理部５８に送信される。
【００３０】
　画像合成処理部５８は、補正された高感度画像信号Ｈと低感度画像信号Ｌとを合成する
。この合成処理は、高感度画像信号Ｈと低感度画像信号Ｌとを所定の比率で加算して、高
感度画像信号Ｈの階調レベルと同じ階調レベルの合成画像信号Ｃを生成する。図５に示す
ように、これにより、合成画像信号Ｃは高感度画像信号Ｈと同じ階調幅を有しながら、低
感度画像信号Ｌと同レベルの広いダイナミックレンジを得ることができる。
【００３１】
　また、画像合成処理部５８には、システムコントローラ６０から合成パラメータＰが入
力される。この合成パラメータＰとは、高感度画像信号Ｈと低感度画像信号Ｌとの合成す
る際の比率を画像合成処理部５８に指示するパラメータである。合成パラメータＰは、上
述した「画質設定」メニューにおいて感度や明るさが設定された時に、その設定内容に合
わせて変更される。
【００３２】
　例えば、「感度」メニューで感度が標準設定値である「４００」から「８００」に変更
された場合、画像合成処理部５８に入力される合成パラメータＰは、高感度画像信号Ｈの
合成比率が高くされたものとなる。また、これとは逆に感度が「４００」から「２００」
に変更されると、合成パラメータＰは低感度画像信号Ｌの合成比率が高められたものとな
る。
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【００３３】
　図７のグラフは、合成パラメータＰによって変化する合成画像信号Ｃを表している。合
成画像信号Ｃは、感度が「４００」の時の合成パラメータＰによって生成されたものであ
る。これに対し、合成画像信号Ｃ１及びＣ２は、感度が「８００」及び「２００」の時の
合成パラメータＰによって生成されたものである。このグラフから分かるように、感度が
高感度側に設定されると合成画像信号Ｃ１は低輝度域の感度が高くなる。逆に低感度側に
設定されると、合成画像信号Ｃ２は感度よりも階調表現を優先したものとなる。
【００３４】
　また、「画質設定」メニューの「明るさ」設定で露出補正が行なわれた場合にも、この
露出補正値に応じた合成比率の合成パラメータＰが画像合成処理部５８に入力される。例
えば、露出補正値「－１」が選択された場合には、高感度画像信号Ｈの合成比率のほうが
高くされた合成パラメータＰが画像合成処理部５８に入力され、図７の合成画像信号Ｃ１
に近似した合成画像信号が生成される。同様に、露出補正値「＋１」が選択された場合に
は、低感度画像信号Ｌの合成比率が高められた合成パラメータＰが画像合成処理部５８に
入力され、合成画像信号Ｃ２に近似した合成画像信号が生成される。
【００３５】
　なお、本実施形態では詳しく説明しないが、「画質調整」メニューの「カラー」設定や
「白バランス」設定が変更された時にも、その設定内容に合わせた合成パラメータＰが画
像合成処理部５８に入力される。また、「感度」，「明るさ」，「カラー」，「白バラン
ス」のそれぞれが同時に設定変更された場合には、その複合的な設定の組み合わせに対応
した合成パラメータＰを用意しておくことで、適切な合成比率の合成処理を行なうことが
できる。また、複合的な設定変更に対応した合成パラメータＰを用意せずに、各設定の合
成パラメータから演算処理をして、適切な合成比率の合成パラメータを求めてもよい。
【００３６】
　ＲＧＢ／ＹＣ変換部５９は、ＲＧＢからなる合成画像信号Ｃを輝度データと色差データ
とからなるＹＣ画像データに変換する。圧縮伸長処理回路６２は、ＹＣ画像データを所定
のファイル形式（例えばＪＰＥＧ形式）に圧縮変換する。圧縮された画像データは、メデ
ィアコントローラ４０によってメモリカード３９に記録される。再生モードにおいて、メ
モリカード３９内の画像データを表示モニタ２２に再生表示する場合には、メモリカード
３９から読み出された画像データが圧縮伸長処理回路６２によって伸長され、ＬＣＤドラ
イバ６４によってＬＣＤパネル２６に再生表示される。
【００３７】
　システムコントローラ６０は、デジタルスチルカメラ２の全体を制御する。システムコ
ントローラ６０は、例えばマイクロコンピュータからなり、ＣＰＵの他に、制御プログラ
ムや各種設定データ等が記憶されたＲＯＭ６６ａと、制御時に生じた種々のデータが一時
的に記憶される作業用のＲＡＭ６６ｂ等を備えている。
【００３８】
　ＲＯＭ６６ａには、デジタルスチルカメラ２の「画質調整」メニューの設定内容に対応
した合成パラメータＰと、各設定が複合的に行なわれた場合の合成パラメータＰとが記憶
されている。そして、「画質調整」メニューで設定が変更された場合には、システムコン
トローラ６０がＲＯＭ６６ａから設定内容に対応する合成パラメータＰを読み出して、画
像合成処理部５８に入力する。
【００３９】
　次に、上記実施形態の作用について、図８のフローチャート参照しながら説明する。デ
ジタルスチルカメラ２を把持してレンズ鏡筒４を被写体に向けると、ＣＣＤ固体撮像素子
４５で撮影された画像が表示モニタ２２にスルー表示される。所定のタイミングでシャッ
タボタン８を押下すると、シャッタスイッチ１２のオン信号がシステムコントローラ６０
に入力される。
【００４０】
　システムコントローラ６０は、シャッタスイッチ１２の１段目がオンした時のＹＣ画像
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データに基づいて被写体距離と露出値とを算出する。そして、シャッタスイッチ１２の２
段目がオンした時に、被写体距離に基づいてフォーカシングを行ない、露出値に基づいて
絞り機構１７やＣＣＤ固体撮像素子４５の電子シャッタ機能を作動させて撮影を行なう。
【００４１】
　ＣＣＤ固体撮像素子４５からは、主感光部４８ａに蓄積された電荷からなる主出力信号
Ｍと、副感光部４８ｂに蓄積された電荷からなる副出力信号Ｓとが出力され、アナログ処
理回路５０に入力される。アナログ処理回路５０に入力された主出力信号Ｍ及び副出力信
号Ｓは、デジタルの高感度画像信号Ｈ及び低感度画像信号Ｌに変換されて、画像信号処理
回路５２に入力される。
【００４２】
　画像信号処理回路５２は、高感度画像信号Ｈ及び低感度画像信号Ｌに対して、マトリク
ス補正，ホワイトバランス補正，ゲイン補正，ガンマ補正を施し、画像合成処理部５８に
入力する。画像合成処理部５８は、システムコントローラ６０から入力された合成パラメ
ータＰに基づいて、所定の合成比率で高感度画像信号Ｈと低感度画像信号Ｌとを合成する
。
【００４３】
　「画質調整」メニューにおいて設定変更がなされていない場合には、高感度画像信号Ｈ
と低感度画像信号Ｌとが標準の合成比率で加算されて、図７に示す標準の合成画像信号Ｃ
が生成される。また、「感度」設定が高感度である「８００」に設定されている場合には
、合成パラメータＰの高感度画像信号Ｈの合成比率が高くなるため、低輝度域の感度が高
くされた合成画像信号Ｃ１が生成される。また、低感度である「２００」に設定されてい
る場合には、合成パラメータＰの低感度画像信号Ｌの合成比率が高くなるため、階調表現
が優先された合成画像信号Ｃ２が生成される。
【００４４】
　また、「明るさ」設定によって露出補正が行なわれた場合にも、図７の合成画像信号Ｃ
１又はＣ２に近似した合成画像が生成される。さらに、「感度」，「明るさ」，「カラー
」，「白バランス」等の設定項目が同時に設定変更された場合でも、その複合的な設定変
更に対応した合成比率で合成画像信号が生成される。
【００４５】
　ＲＧＢからなる合成画像信号Ｃは、ＲＧＢ／ＹＣ変換部５９によってＹＣ画像データに
変換され、圧縮伸長処理回路６２に入力される。圧縮伸長処理回路６２によって所定のフ
ァイル形式（例えばＪＰＥＧ形式）に圧縮変換された画像データは、メディアコントロー
ラ４０によってメモリカード３９に記録される。
【００４６】
　このように、画質調整に連動して高感度画像信号Ｈと低感度画像信号Ｌとの合成比率を
変更するようにしたので、デジタルスチルカメラ２に対する知識に乏しいユーザーであっ
ても、合成比率の変更による効果を得ることができる。
【００４７】
　また、従来のデジタルスチルカメラの感度設定はゲイン調整だけで行なっていたため、
高感度に設定すると画質が劣化していた。しかしながら、本発明は、高感度画像信号Ｈと
低感度画像信号Ｌとの合成比率を変更することによって感度調整を補助することができる
ので、ゲイン調整量が少なくなり、高感度時の画質向上を図ることができる。更に、低感
度設定時には階調表現が滑らかになるため、画質が向上する。
【００４８】
　また、従来の露出補正では、プラス補正をしたときには白飛びが発生し、マイナス補正
では黒潰れが発生することがあった。しかし、プラス補正時には低感度画像信号Ｌの合成
比率を高め、マイナス補正時には高感度画像信号Ｈの合成比率を高めるようにしたので、
露出補正の効果を減殺することなく、白飛びと黒潰れの発生を防止することができる。
【００４９】
　なお、上記実施形態では、感度，明るさ，カラー，白バランスの設定メニューにおいて
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、選択項目を３種類ずつしか記載していないが、本発明は、もっと多数の選択項目に対応
させることができる。
【産業上の利用可能性】
【００５０】
　なお、上記実施形態では、デジタルスチルカメラを例に説明したが、主感光部と副感光
部と有するＣＣＤ固体撮像素子を用いている撮像装置ならば、本発明を適用することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】本発明を実施したデジタルスチルカメラの外観形状を示す斜視図である。
【図２】デジタルスチルカメラの構成を示すブロック図である。
【図３】画質調整メニューの設定項目が表示された表示モニタを示す説明図である。
【図４】固体撮像素子の受光面の平面図である。
【図５】露光量に対する画像信号の信号レベルを示すグラフである。
【図６】画像信号処理回路の構成を示すブロック図である。
【図７】合成画像信号の種類を示すグラフである。
【図８】撮影処理のフローチャートである。
【符号の説明】
【００５２】
　２　　デジタルスチルカメラ
　２２　表示モニタ
　２３　操作パネル
　４５　ＣＣＤ固体撮像素子
　４８　受光部
　４８ａ　主感光部
　４８ｂ　副感光部
　５２　画像信号処理回路
　５８　画像合成処理部
　６０　システムコントローラ
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